
専門科目

価値システム 21大修
時間　9時30分　～12時30分

注意事項

1．問題は「理系I」、「理系ⅠI」、「文系I」、「文系ⅠI」に分かれている。

2．理系Ⅰ（問題1）、理系ⅠⅠ（問題2と問題3のどちらか1つ）、文系Ⅰ（問題4）、

文系ⅠⅠ（問題5から問題13のうち1つ）の4つから2つを選んで解答すること。

3．解答用紙は、1，400字の原稿用紙と罫線用紙の2種類がある。理系Ⅰ、理系ⅠⅠ及

び文系Ⅱの問題5（経済学）の解答は罫線用紙に記入すること。それ以外の問題

の解答は原稿用紙に記入すること。

原稿用紙に解答するときには、適宜改行すること。ただし、改行によって生じた

空自は字数に数えない。

英語で解答してもよい。英語で解答する場合は、罫線の解答用紙に記入すること。

なお、語数は日本語の字数×0．4程度を目安とする（たとえば、日本語で1，000

字から1，200字とあった場合、英語では400wordsから480words程度とする）。

4．問題ごとに解答用紙を変えること。ただし、同じ問題の解答は複数にわたっても

かまわない。

5．使用したすべての解答用紙に、受験番号と問題番号を記入すること。

6．辞書は使用してはならない。

7．提出時には解答用紙を順番に重ねて提出すること。

8．問題用紙と使わなかった解答用紙は持ち帰ること。

9．試験開始後30分を経過したら、上記7、8にしたがって退出してよい。ただし、

いったん退出した者は再び入室することはできない。

問題番号一科目名　対応表

理系Ⅰ

問題1　微分積分学・線形代数学

理系ⅠⅠ

問題2　　集合と位相

問題3　　意思決定の数理

文系Ⅰ

問題4　　論文

文系ⅠⅠ

問題5　　経済学

問題6　　芸術学

問題7　　社会学

問題8　　心理学

問題9　　政治学

問題10　哲学

問題11　文学

問題12　文化人類学

問題13　法学



理系Ⅰ

注意：理系Ⅰを選択した者は、微分積分学と線形代数学両方に答えること。

問題1微分積分学・線形代数学

1　次の2間に答えよ。

（1）次の極限を求めよ。

et－　t〉ユ・

Jlog二r一方＋1

（2）次の積分を求めよ。

ズ2（ズー3）

（加

2　r－β極座標によって

r＝亘1＋cosの（α＞0）

と表される方程式から定まる軌道が囲む面積を計算せよ。ただし、0≦β≦2方の範囲とする。

（注意：線形代数学が次のページにあります。）



線形代数学

3　〃次正方行列4βに対して、dβ＝風4であるとき、」とβは可換であるという。以

下の問いに答えよ。

（1）3次正方行列d＝

つ
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一

人

　

0

【
人
　
0
　
0

をAE＋ダの形に変形し、」とガが可換であることと、

ダと方が可換であることが同値であることを示せ。ただし、上目ま3次単位行列、ダとガ

は3次正方行列であるとする。

（2）　d＝

2

　

∧

人

　

0

＜

人

　

0

　

0

と可換な3次正方行列を求めよ。

4　〃次正方行列月がスいろ，・・りんを特性根にもつとする。′¢）を方の多項式とす

るとき、次の問いに答えなさい。

（1）行列′（d）は′（項′（左），‥リ′（4，）を特性根にもつことを示せ0ただし、ク

を任意の複素数とすると、適当な複素数α，α，，‥・，α′〝が存在して、クー′¢）について

州車）＝α鮭一一と因数分解することができる0

（2）d＝

一
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のとき、」3＋d2＋丘の固有値を計算せよ。



理系ⅠⅠ

注意：理系ⅠⅠを選択した者は、問題2　集合と位相、あるいは、問題3　意思決定の数理、

のいずれかに答えること。

問題2　集合と位相

次の2つの問に答えよ。

1集合且，賞Gに対して、En（fAG）＝（gnfつ△（耳nG）が成り立つことを証明せよ。

ただし、集合考yに対して、一YAyは（ズーy）∪（y一方）を表す。

2　距離空間（葦のを考える。

（1）ガの部分集合方が、中心がクで半径が∂の開球であることの定義を書け。

（2）∫を、中心がpで半径が∂の開球とする。このとき、任意のす∈∫に対して、中

心が　百の開球rで　r⊂ぶ　となるものが存在することを証明せよ。

（注意：問題3　意思決定の数理　が次のページにあります。）



問題3　意思決定の数理

次の各問いに答えよ。

（1）実数を成分に持つ3次元ベクトルの集合

月3＝炬1，∬2，エコ）lJ′∈凡才＝1，2，3）

を考える。いま、方，γ∈姑こついて、ズ≧1γを

ズ≧Ⅰγく＞芳′・≧γ，f＝1，2，3

で定義する。ただし、ズ＝（Jl，ズ2，ズ3），γ＝α1，γ2，γ3）である。

そのとき、≧lが次に示す反射律、反対称律、推移律を満たすことを示せ。

ア）反射律（∀芳）（ズ≧l可

イ）反対称律（∀方，γ）（ズ≧げ，γ≧1ズ　→　ズ＝γ）

ウ）推移律（∀ズ，γ，Z）（ズ≧－γ，γ≧lZ　→　ズ≧1Z）

（2）（1）であげた3つの性質のうちア）とり）を満たすがイ）を満たさない例を1つあ

げよ。

（3）重みW＝（ⅥノHW2，W。）を導入してベクトルズ∈月3を

坤）＝∑wfJ′

でスカラーに変換することを考える。ただし、WJ＞0，g＝1，2，3である。

いま、ズ，γ∈月3について、ズ≧2J′を

ズ≧2J′　⇔　上（可≧エ（γ）

で定義する。そのとき、ズ≧tJ′であればズ≧2γ　であることを示せ。



文系Ⅰ

問題4　論文

スポーツは個人の競争以外にどのような社会的機能を果たしているか、具体例を挙げて、

1，000字から1，200字で記述しなさい。



文系ⅠⅠ

注意：文系ⅠⅠを選択した者は、問題5から問題13のいずれか1つに答えること。

問題5　経済学

選好と効用関数、効用最大化と需要関数の特徴、スルツキー方程式について説明せよ。図

と式を用いた説明を行うこと。解答には罫線用紙を用いること。解答用紙2枚程度で答え

よ。

問題6　芸術学

建造物の内部に存在する絵画が、空間にどのような視覚的効果をもたらすか考察せよ。そ

の際、日本または東洋の具体的な作品名を一点以上挙げ、初出の部分に下線を引くこと。

字数は1，000字から1，200字とする。

問題7　社会学

以下の2問に答えなさい。

1）以下から、3つの言葉を選び、それぞれ80字程度で説明しなさい。

社会構造　地位　群集心理　合計特殊出生率　リニッジ　役割

バンドワゴン効果　非正規雇用　ダブルバインド　開発独裁　コミュニティ

原理主義　中間集団　SSM　権威　標準偏差　ジェンダー

2）近代産業社会の趨勢について、以下に掲げる用語を少なくとも1回以上用いて、500～

800字で論述しなさい。テクノロジー、産業化、大衆化、都市化、情報化、民主化。



問題8　心理学

認知（cognition）という概念は、20世紀後半から21世紀にかけてどのように変遷したか、

述べよ。字数は1，000字から1，200字とする。

問題9　政治学

以下の4問の中から1間を選び、1，000字から1，200字で答えなさい。

1．「eポリティクス（erpolitics）」、あるいは「サイバー・ポリティクス（cyberpolitics）」

とは、（ア）どのようなものであるか、また、（イ）この普及が現代民主政治に及ぼす影響

について、述べなさい。

2．日本では1960年代に池田勇人内閣が成立し、以後、経済重視の政治が展開するように

なったが、（ア）具体的にはどのような政策がとられ、（イ）その結果、日本の政治運営の

仕方がどのように変化したのか、述べなさい。

3．国連などの会議外交における連合（coalition）の種類、特質、役割について、具体的

な例を挙げながら論じなさい。

4．国際政治学における機能主義と新機能主義について説明しなさい。



問題10　哲学

企業活動や公共事業における「説明責任（アカウンタビリティ）」の概念について、具体的

な事例を提示しながら、1，000字から1，200字で論じなさい。

問題11文学

文学作品と社会道徳の関係について、具体的な作品に言及しながら、1，000字から1，200字

で論述せよ。

問題12　文化人類学

今後50年間に世界で起こると予測される出来事のうち一つを取り上げ、それについて文

化人類学的な視点から論ぜよ。その際、そのように予測される根拠、その出来事の意義、

その出来事がもたらす影響等、少なくとも一つの具体的な論点において、文化人類学との

関連を明確に示すこと。字数は1，000字から1，200字とする。

問題13　法学

医師が患者に対して治療方法やその有効性等を説明する義務について、（1）どのような法的

な根拠が考えられるか、（2）どのような場合に問題が生じるかを論じなさい。字数は1，000

字から1，200字とする。


